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３
月
１２
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
下
関

市
長
選
挙
と
下
関
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
票
の
結
果
、

市
長
選
挙
で
は
前
田
晋
太
郎
氏
が
当
選

し
、
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
は
星
出

恒
夫
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。　

　
市
長
選
の
投
票
率
は
４７
・
０９
㌫
、
市

議
補
欠
選
挙
の
投
票
率
は
４７
・
０５
㌫
で

し
た
。

市民の負託を受けて

新
市
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に
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氏
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１２
日
、
任
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満
了
に
伴
う
下
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市

長
選
挙
と
下
関
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
票
の
結
果
、
市
長
選
挙
で
は
前
田
晋

太
郎
氏
が
当
選
し
、
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
で
は
星
出
恒
夫
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
前
田
市
長
に
今
後
の
抱
負
な
ど
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

元
気
な
下
関
を
！

　
３
月
２７
日
付
で
下
関
市
長
に
就
任

し
た
前
田
晋
太
郎
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
負
託
を
受
け
、

そ
の
重
責
に
身
が
引
き
締
ま
る
と
同

時
に
、
下
関
を
元
気
に
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ご
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
市
政
運
営

に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
日
本
全
体
が
人
口
減
少
社
会
に
突

入
し
て
い
る
中
、
本
市
に
お
い
て
も
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
若
者
の

流
出
、
財
政
状
況
の
悪
化
な
ど
、
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
、
若
さ
を
前
面

に
出
し
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

謙
虚
に
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を
い

た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
み
、
市
政
を

推
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
奇
兵
隊
の
結
成
、
下
関
戦
争
の
講

和
談
判
、
功
山
寺
決
起
、
四
境
戦
争

で
の
小
倉
口
の
戦
い
な
ど
、
幕
末
の

下
関
を
舞
台
に
活
躍
し
た
高
杉
晋
作
。

今
年
は
、
晋
作
の
没
後
１５０
年
に
当
た

り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
晋
作
に
関

す
る
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
硯す

ず
り

は
晋
作
の
遺
品
と
し
て
櫻さ

く
ら

山や
ま

神
社
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
す
。
縦

約
８
㌢
、
横
約
５
㌢
の
小
さ
な
硯
で
、

木
製
の
蓋ふ

た

と
袋
が
付
属
し
て
お
り
、

携
帯
用
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
右
上
に

カ
ニ
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
点
が

特
徴
的
で
す
。

　
国
を
憂
い
、
東
奔
西
走
し
た
晋
作
。

晋
作
が
遺の

こ

し
た
多
く
の
手
紙
や
記
録
、

行って！学んで！博物館！

詩し
い
か歌
に
は
、
長
州
藩
を
取

り
巻
く
緊
迫
し
た
状
況
や
、

晋
作
が
訪
れ
た
国
内
各
地

の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
上
海
に
渡
航
し
た
際

に
は
、
西
欧
列
強
の
圧
倒

的
な
力
を
前
に
し
た
心
情

を
打
ち
明
け
て
お
り
、
当

時
の
世
界
情
勢
を
今
に
伝

え
て
く
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
晋
作
の
身
を
案
じ
る

家
族
や
行
動
を
共
に
し
た
友
へ
の
気

遣
い
な
ど
、
心
の
内
を
綴つ

づ

っ
た
も
の

も
多
く
、
晋
作
の
豊
か
な
心
情
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
豪
胆
な
行
動
が
注
目
さ
れ
が
ち
な

晋
作
で
す
が
、
繊
細
で
丁
寧
な
筆
遣

い
か
ら
は
、
晋
作
の
意
外
な
一
面
が

垣
間
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
今
回
紹
介
し
た
硯
は
、
晋
作
が
旅

先
な
ど
で
手
紙
や
詩
歌
な
ど
を
書
く

際
に
使
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
晋
作
の
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
に
触

れ
た
硯
を
通
し
て
、
晋
作
の
生
き
た

時
代
に
思
い
を
は
せ
て
く
だ
さ
い
。
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